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実
り
あ
る
時
間
を

共
有
し
て

�
女
性
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

田
中
剛
太

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
登
壇
者
の
一
人
で
あ
る

吉
祥
眞
佐
緒
さ
ん
か
ら
、
D
V
被
害
者
の
支
援
に
つ

い
て
何
ら
か
の
連
携
が
で
き
な
い
か
と
い
う
呼
び
か

け
が
あ
っ
た
の
が
、
2
0
1
2
年
の
2
月
で
し
た
。

以
来
、
吉
祥
さ
ん
を
中
心
と
し
て
D
V
被
害
者
支

援
に
携
わ
る
様
々
な
立
場
の
人
た
ち
と
女
性
医
療
と

の
連
携
と
い
う
点
で
定
期
的
に
会
合
を
設
け
、
事
例

の
検
討
を
通
し
て
、
被
害
者
支
援
に
お
い
て
見
落
と

さ
れ
が
ち
な
点
、
不
十
分
に
な
り
が
ち
な
点
な
ど
を

話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

そ
う
し
た
約
１
年
半
に
お
け
る
水
面
下
で
の
活
動
を

発
表
さ
せ
て
頂
く
場
と
い
う
位
置
づ
け
で
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
3
部
構
成
に
し
ま
し
た
。

第
1
部
は
実
際
の
被
害
者
支
援
の
事
例
発
表
で
す
。

こ
こ
で
は
、
吉
祥
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、
D
V
サ
バ

イ
バ
ー
で
あ
る
Y
さ
ん
の
支
援
の
ケ
ー
ス
に
携
わ
っ

た
、公
的
機
関
（
渡
辺
さ
ん
）、弁
護
士
（
谷
田
さ
ん
）、

体
験
の
あ
る
方
々
か
ら
は
、
Y
さ
ん
と
、
弁
護
士
の

谷
田
さ
ん
に
質
問
が
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー

の
数
が
多
く
、
時
間
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、

必
ず
し
も
充
分
に
話
せ
な
か
っ
た
パ
ネ
ラ
ー
や
質
問

者
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
の
懇
親
会
に
は
、
Y
さ
ん

や
吉
祥
さ
ん
を
含
め
20
名
以
上
の
方
が
参
加
さ
れ
、

よ
り
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
話
し
合
い
が
楽
し
く
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
新
た
な
交
流

も
多
く
生
ま
れ
、
非
常
に
実
り
あ
る
時
間
を
共
有
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
登
壇
者
の
皆
様
、
な
ら

び
に
全
て
の
参
加
者
の
方
々
に
、
改
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

第24号（2014 年 6月発行）

不
動
産
業
者
（
桑
島
さ
ん
）
の
方
々
に
登
壇
し
て
頂

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
事
者
で
あ
る
サ
バ
イ
バ
ー

の
Y
さ
ん
ご
自
身
も
登
壇
を
快
諾
し
て
下
さ
り
、
そ

れ
ば
か
り
か
Y
さ
ん
の
提
案
で
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
ご
自
身
の
体
験
を
語
っ
て
下
さ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も

フ
ロ
ア
の
何
人
か
の
方
か
ら
質
問
や
コ
メ
ン
ト
が
出

た
よ
う
に
、
今
回
は
D
V
被
害
体
験
の
あ
る
方
々
が

参
加
し
て
下
さ
り
、
Y
さ
ん
の
お
話
に
共
感
を
得
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
で
し
た
。
や
は
り
当
事
者
に
自

ら
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
効
果
は
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

第
2
部
は
、
D
V
被
害
者
支
援
と
特
に
女
性
医
療

と
の
連
携
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
婦
人
保
護
施
設
寮
長

の
横
田
千
代
子
さ
ん
と
、
当
法
人
の
理
事
で
産
婦
人

科
医
の
種
部
恭
子
さ
ん
に
登
壇
し
て
頂
き
ま
し
た
。

特
に
横
田
さ
ん
の
講
演
は
、
長
年
、
理
解
あ
る
女
性

医
療
者
と
の
連
携
を
念
願
さ
れ
て
い
た
立
場
か
ら
、

D
V
被
害
者
支
援
の
現
場
の
声
を
代
弁
さ
れ
た
よ
う

な
内
容
で
し
た
。

第
3
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
フ
ロ

ア
か
ら
の
質
問
・
コ
メ
ン
ト
を
含
め
、
活
発
な
や
り

取
り
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
D
V
被
害

特集

N
P
O
法
人
女
性
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

2
0
1
4
年
度
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�

D
V
被
害
者
支
援
の
た
め
の		

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
向
け
て

2
0
1
4
年
3
月
30
日
（
日
曜
日
）、
持
田
製
薬
株
式
会
社
ル
ー
ク
ホ
ー
ル
に
て
総

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
向
け
て
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

20
組
に
1
組
が
Ｄ
Ｖ
カ
ッ
プ
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
が
被
害
者
と
い
う
自

覚
も
な
く
過
ご
し
て
い
る
女
性
を
、
色
々
な
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
か

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、

70
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

日　

時
：
2
0
1
4
年
3
月
30
日
（
日
）
13
時
00
分
～
16
時
30
分

場　

所
：
持
田
製
薬
本
社
３
階
「
ル
ー
ク
ホ
ー
ル
」
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【プログラム】
総合司会 ： 田中剛太（明治学院大学社会学部・非常勤講師）
■ 第一部　講演（13時～）　
事例検討から考える支援者連携～Yさんのケースから～
・サバイバーの経験から/Yさん
・母子自立支援員を１年経験して思ったこと
� 渡辺潤（全国公的扶助研究会・事務局長）
・当事者団体が目指す DV 被害者支援の課題
� 吉祥眞佐緒 ( エープラス代表 / 自治体 DV 専門相談員）
・ＤＶ被害者支援における支援者と弁護士の連携について
� 谷田和一郎（弁護士）
・生活弱者（生活保護・DV 被害者・高齢者など）の住まい探し
� 桑島知己（株式会社香稜住販 つくば研究学園支店店長）
■ 第二部　講演（15時10 分～）　
女性医療との連携について　
・�性暴力被害者に必要な医療機関との連携～婦人保護施設の

現場～� 横田千代子（婦人保護施設いずみ寮・寮長）
・�医療機関で見える DV ～視点の欠落と困難な支援—産婦人科医

の立場から—� 種部恭子（女性クリニック We! TOYAMA 院長）
■ 第三部　パネルディスカッション（16時～）
� 司会：吉野一枝 (よしの女性診療所院長）、演者全員
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医
療
機
関
で
見
え
る
D
V

視
点
の
欠
落
と
困
難
な
支
援

～
産
婦
人
科
医
の
立
場
か
ら
～

�
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク
W
e
! 

T
O
Y
A
M
A

種
部
恭
子

医
療
機
関
で
D
V
に
気
づ
く
／
気
づ
か
せ
る
チ
ャ

ン
ス
は
、
①
被
害
者
本
人
の
心
身
の
問
題
で
受
診
し

た
場
合
、
②
子
ど
も
の
問
題
行
動
で
受
診
し
た
場
合
、

で
あ
る
。

①�

被
害
者
本
人
の
心
身
の
問
題
を
契
機
に
受
診
す
る

場
合D

V
被
害
者
は
、
D
V
被
害
を
受
け
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、
医
療
機
関

を
訪
れ
た
こ
と
を
契
機
に
D
V
を
認
識
で
き
れ

ば
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

相
談
機
関
に
出
向
く
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
る
当
事

者
に
と
っ
て
も
、
医
療
機
関
な
ら
敷
居
が
低
く
、

受
療
行
動
の
形
を
取
り
な
が
ら
支
援
に
つ
な
ぐ
準

備
が
で
き
る
こ
と
も
利
点
で
あ
る
。

D
V
被
害
者
は
、
身
体
的
暴
力
に
よ
る
外
傷
、

妊
娠（
頻
回
の
中
絶
・
出
産
の
既
往
歴
）、適
応
障
害
・

抑
う
つ
状
態
で
受
診
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

場
合
、
医
療
者
側
に
視
点
が
な
け
れ
ば
D
V
と
気

づ
か
せ
る
チ
ャ
ン
ス
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
D
V
に
気
づ
い
た
と
し
て
も
、
本
人
に

D
V
と
認
識
さ
せ
る
、
支
援
を
提
示
す
る
、
支
援

機
関
に
つ
な
げ
る
、
法
的
な
知
識
を
ふ
ま
え
た
証

拠
保
全
、
と
い
う

対
応
が
で
き
る
医

療
機
関
は
非
常
に

少
な
い
。
医
療
者

向
け
に
D
V
へ

の
対
応
能
力
を
向

上
さ
せ
る
研
修
を

行
う
仕
掛
け
が
必

要
で
あ
る
。

②
子
ど
も
の
問
題

を
契
機
に
受
診
す

る
場
合

D
V
に
よ
り
家
庭
に
緊
張
を
抱
え
た
状
態
で
過

ご
し
て
い
る
子
ど
も
が
、
身
体
的
あ
る
い
は
社
会

行
動
的
な
サ
イ
ン
を
発
し
て
病
院
に
来
る
こ
と
も

多
い
。

・�

身
体
表
現
性
障
害
、
適
応
障
害
、
抑
う
つ
状

態
（
頭
痛
、
腹
痛
、
全
身
の
疼
痛
、
不
安
障
害

な
ど
）

平
成
26
年
度
特
定
非
営
利
活
動
法
人

女
性
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

総
会
議
事
録

11
：
30
開
会

議
長
に
屋
比
久
里
美
会
員
を
、
議
事
録
署
名
人
に
田

中
剛
太
会
員
を
選
出
す
る
。

　
議
　
事

■ 

第
１
号
議
案

平
成
25
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

対
馬
理
事
長
よ
り
下
記
の
報
告
が
あ
っ
た
。

1
．
理
事
会
を
5
回
開
催
し
た
。

2
．�

セ
ミ
ナ
ー
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
3
回
開
催
し
た
。

　

・�

3
月
総
会
セ
ミ
ナ
ー
「
妊
娠
・
出
産
で
き
る
女

性
の
人
生
戦
略
～
私
っ
て
産
め
る
の
？
働
け
る

の
？
～
」
を
開
催

　

・�

7
月
香
川
セ
ミ
ナ
ー
「
女
性
の
健
康
と
こ
れ
か

ら
の
女
性
医
療
」
を
開
催

　

・�

11
月
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性
と
リ
ズ
ム
」

を
開
催

3
．
研
修
旅
行

　

・�

八
戸
ツ
ア
ー
（
平
成
25
年
8
月
2
日
～
4
日
、

参
加
者
27
名
）。
G
I
N
Z
A
美
人
塾
i
n 

H
A
C
C
H
I
（
八
戸
市
主
催
）
に
協
力
、
盛

岡
に
て
交
流
会
を
開
催

4
．�「
女
性
の
健
康
学
校
“
ジ
ョ
イ
ラ
ボ
”」
の
講
義

を
継
続
。
第
28
回
か
ら
第
51
回
ま
で
を
開
催

5
．�‌‌

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
支
援
を
行

い
、
日
豪
ジ
ュ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
8

月
に
宮
古
市
と
山
田
町
の
女
子
中
学
生
3
名
と

男
子
中
学
生
1
名
を
2
週
間
、
メ
ル
ボ
ル
ン
で

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
招
待

　

以
上
の
報
告
に
つ
い
て
、
拍
手
多
数
に
よ
り
承
認

さ
れ
た
。

■ 

第
２
号
議
案

平
成
25
年
会
計
収
支
報
告
承
認
の
件

　

対
馬
理
事
長
よ
り
平
成
25
年
度
会
計
収
支
報
告
が

あ
っ
た
。

　

会
計
監
査
に
つ
い
て
、
松
峯
寿
美
監
事
よ
り
適
正

か
つ
妥
当
で
あ
る
こ
と
の
承
認
を
得
た
。

■ 

第
3
号
議
案

平
成
26
年
度
事
業
計
画

　

対
馬
理
事
長
よ
り
下
記
の
事
業
計
画
案
の
提
案
が

あ
っ
た
。

1
．�
公
開
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
3
回
開
催

す
る
。

　

・‌�

平
成
26
年
3
月
30
日
（
日
）女
性
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
東
京
・
四
谷
）

　

・‌�

平
成
26
年
7
月
12
日（
土
）～
13
日（
日
）（
函
館
）

　

・‌�

平
成
26
年
11
月
9
日
（
日
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
（
東
京
・
新
宿
）

2
．�

ジ
ョ
イ
ラ
ボ
事
業
の
継
続・発
展
を
は
か
る
。（
女

性
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
3
名
以
上
）

3
．�‌

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
3
回
発
行
す
る
。（
平
成

26
年
6
月
、
10
月
、
平
成
27
年
2
月
）

4
．�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
、
会
及
び
会
員
が

行
っ
て
い
る
活
動
を
公
開
し
、
相
互
の
交
流
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
ひ
い
て
は
女
性
の

心
身
の
健
康
の
向
上
、
医
療
の
質
の
向
上
に
貢

献
す
る
。

5
．
企
業
の
参
加
・
共
催
・
寄
付
の
促
進
を
諮
る
。

6
．�

女
性
外
来
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
こ
ん
な
と
き
ど
う

す
る
？
」
を
販
売
す
る
。

7
．�

女
性
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
白
衣
の

販
売
を
継
続
す
る
。

8
．�

支
部
活
動
を
充
実
す
る
。（
10
月
18
日
大
阪
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催　

テ
ー
マ
：
女
性
と
ス

ポ
ー
ツ
）

9
．�

研
修
旅
行
を
実
施
す
る
。（
八
戸
：
8
月
1
日

～
3
日
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
：
2
0
1
5
年
3
～

4
月
）

10
．�

忘
年
会
を
平
成
26
年
12
月
21
日
に
開
催
す
る
。

　

以
上
に
つ
い
て
賛
否
を
と
り
、
拍
手
多
数
に
よ
り

承
認
さ
れ
た
。

■ 

第
５
号
議
案

平
成
25
年
度
会
計
収
支
予
算
（
案
）

　

対
馬
理
事
長
よ
り
別
表
通
り
説
明
が
あ
っ
た
。

以
上
に
つ
い
て
賛
否
を
と
り
、
拍
手
多
数
に
よ
り
承

認
さ
れ
た
。

�

閉
会
12
時
05
分

・
依
存
症
（
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、
セ
ッ
ク
ス
な
ど
）

・
暴
力
（
い
じ
め
、
家
庭
内
暴
力
）、
被
虐
待

・
不
登
校
、
若
年
妊
娠

こ
れ
ら
の
問
題
行
動
は
、
D
V
に
よ
る
家
庭
内
の

緊
張
、
教
育
虐
待
に
よ
る
親
か
ら
の
支
配
、
性
虐
待

な
ど
の
明
ら
か
な
被
虐
待
体
験
な
ど
に
起
因
す
る
こ

と
も
多
い
。
子
ど
も
の
問
題
で
の
相
談
は
、
自
分
さ

え
我
慢
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
と
考
え
て
い
る
D
V
被

害
者
に
、
子
ど
も
の
た
め
に
D
V
を
認
知
し
逃
げ
る

こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
る
機
会
で
あ
る
。
支
援
に
つ

な
げ
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち

の
こ
れ
か
ら
を
変
え
ら
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
世
代

間
連
鎖
を
止
め
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
努

力
が
望
ま
れ
る
。



3 女性医療ネットワーク News Letter 第 24 号

女性の
健康学校
ジョイラボ

第
47
回
（
1
月
8
日
）

増
加
す
る
乳
癌
と

遺
伝
性
乳
癌

�

昭
和
大
学
乳
腺
外
科
准
教
授

明
石
定
子

乳
癌
は
従
来
欧
米
に
多
い
疾
患
で
し
た
が
、
日
本
に

お
い
て
も
生
活
の
欧
米
化
に
伴
っ
て
右
肩
上
が
り
に
増

加
中
で
す
。
昨
今
で
は
乳
癌
は
1
つ
の
疾
患
で
な
く
、

そ
の
性
質
に
よ
り
再
発
の
し
や
す
さ
、
治
療
が
異
な
る

こ
と
が
解
明
さ
れ
ま
し
た
。
相
手
を
知
っ
て
早
期
発
見
・

適
切
な
治
療
を
心
が
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
昨
年

は
春
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
の
衝
撃
的
な
乳
房
予
防
切
除

術
で
話
題
と
な
っ
た
遺
伝
性
乳
癌
。
遺
伝
子
修
復
過
程

に
関
わ
る
B
R
C
A
1
も
し
く
は
B
R
C
A
2
を
原
因

遺
伝
子
と
し
、
乳
癌
・
卵
巣
癌
に
特
異
的
に
発
症
す
る

た
め
遺
伝
性
乳
癌
卵
巣
癌
症
候
群
と
称
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。全
乳
癌
の
約
５
％
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
、

若
年
発
症
、
両
側
発
症
、
家
族
発
症
、
男
性
乳
癌
な
ど

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
遺
伝
子
検
査
そ
の
も

の
を
含
め
、
陽
性
と
わ
か
っ
た
時
の
検
診
・
予
防
法
ま
で

ま
だ
ま
だ
保
険
診
療
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
検

査
を
受
け
る
方
も
少
な
く
医
療
者
側
の
認
識
の
遅
れ
も

あ
り
、
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

第
48
回
（
1
月
26
日
）

ジ
ョ
イ
ラ
ボ　

ウ
ィ
ミ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
総
論

女
性
が
健
康
に
生
き
る
こ

と
と
は
？

～
自
分
の
身
体
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

な
り
た
い
自
分
を
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
し
よ

う
！
～

�

よ
し
の
女
性
診
療
所

吉
野
一
枝

女
性
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
こ
数
十
年
で
激
変
し
て

い
ま
す
。
世
間
で
も
話
題
の
「
少
子
化
」「
晩
婚
・
高
齢

出
産
」
や
「
働
く
女
性
の
増
加
」「
平
均
寿
命
の
延
び
」

な
ど
、
昔
と
は
ま
っ
た
く
違
う
状
況
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
変
化
は
当
然
、
女
性
医
療
の
あ
り
方
に
も
変

化
を
求
め
て
き
ま
す
。
出
産
回
数
の
減
少
は
イ
コ
ー
ル

排
卵
・
月
経
回
数
の
増
加
で
す
。
ま
た
社
会
で
働
く
こ

と
に
よ
る
心
身
ス
ト
レ
ス
も
大
き
な
問
題
で
す
。
閉
経

年
齢
は
変
わ
ら
な
く
て
も
、
閉
経
後
の
寿
命
は
格
段
に

延
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
袈
裟
に
い
え
ば
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
が
低
下
し
て
か
ら
の
人
生
が
人
類
未
踏
の
領
域
に
踏

み
込
ん
で
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
状

況
を
理
解
し
、
そ
の
中
で
健
康
な
人
生
を
歩
ん
で
い
く

た
め
に
、
ま
た
一
人
一
人
が
自
分
自
身
の
健
や
か
な
人
生

を
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
、
を

討
論
し
ま
し
た
。

第
49
回
（
2
月
12
日
）

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

�

花
王
株
式
会
社
人
材
開
発
部
門
健
康
開
発
推
進
部

守
谷
祐
子

女
性
自
身
が
自
分
の
カ
ラ
ダ
の
こ
と
を
知
り
、
自
分

の
健
康
も
人
生
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と
。
女
性

の
健
康
づ
く
り
の
理
想
的
な
姿
で
す
。
女
性
は
生
涯
で

い
く
つ
も
の
ス
テ
ー
ジ
を
経
験
し
ま
す
が
、
職
域
で
は
、

女
性
は
成
熟
期
か
ら
更
年
期
の
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
も
大
き
く
変

化
す
る
時
期
に
、
企
業
が
で
き
る
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま

す
。当

社
で
は
す
べ
て
の
女
性
社
員
に
婦
人
科
検
診
の
受

診
機
会
を
与
え
、
女
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
た

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
カ
ラ

ダ
の
こ
と
を
も
っ
と
身
近
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
健
保
が
集
ま
っ
て「
女
性
の
カ
ラ
コ
ロ
検
定
」

や
「
女
性
の
健
康
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
い
っ
た
ツ
ー
ル
を

作
成
し
て
き
ま
し
た
。
女
性
が
職
場
で
も
家
庭
で
も
も
っ

と
輝
い
て
過
ご
す
た
め
に
、
さ
ら
に
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

第
50
回
（
2
月
23
日
）

女
性
の
動
脈
硬
化
予
防

�

医
療
法
人
ニ
コ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

田
中
裕
幸

女
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
、
L
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
L
D
L
-C
）
を
下
げ
る
た
め
、
逆
に

更
年
期
以
降
L
D
L
-C 

は
上
昇
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

疫
学
研
究
で
は
L
D
L
-C 

の
値
と
冠
動
脈
疾
患
の

関
係
に
性
差
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
L
D
L
-C 

を
構
成

す
る
リ
ポ
蛋
白
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
エ
ス
テ
ル
に
は
、
リ

ノ
ー
ル
酸
以
外
に
、
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
や
E
P
A
、
D
H
A

な
ど
の
脂
肪
酸
が
含
ま
れ
ま
す
。
L
D
L
-C
は
よ
く

悪
玉
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
悪
玉
性
を
決
め
る
の
は

L
D
L
-C
に
含
ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
酸
化
さ

れ
や
す
い
脂
肪
酸
の
量
が
多
い
か
ど
う
か
で
す
。
具
体

的
に
は
、
リ
ノ
ー
ル
酸
が
多
け
れ
ば
動
脈
硬
化
は
進
み
、

E
P
A
が
多
け
れ
ば
動
脈
硬
化
が
進
み
に
く
い
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
リ
ノ
ー
ル
酸
は
肉
や
植
物
油
に
多
く
含

ま
れ
、
炭
水
化
物
か
ら
で
も
作
ら
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
違
っ
て
生
体
内
で
は
作
ら
れ
な
い
必
須
脂
肪
酸
で
す
。

こ
れ
ま
で
植
物
油
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
含
ま
な
い
た
め

健
康
に
良
い
印
象
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
リ

ノ
ー
ル
酸
は
女
性
の
動
脈
硬
化
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の

で
す
。

第
51
回
（
3
月
12
日
）

更
年
期
の
と
ら
え
方
と

そ
の
対
応

�

小
山
嵩
夫
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
山
嵩
夫

わ
が
国
で
は
更
年
期
、
即
ち
更
年
期
障
害
と
と
ら
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
更
年
期
か
ら
生
涯
に
か
け

て
の
健
康
維
持
を
考
え
そ
の
対
応
を
長
期
的
な
視
野
か

ら
考
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
50
歳
に
な
っ
た
女

性
は
平
均
寿
命
か
ら
み
て
90
歳
代
前
半
ま
で
生
き
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
閉
経
前
後
の
病
気
の
発
見
も
大
切
で

あ
る
が
、
そ
の
時
点
で
の
健
康
度
も
評
価
し
生
活
習
慣

を
中
心
と
し
た
対
策
も
考
え
る
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
。

ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
、
漢
方
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
は

こ
の
様
な
場
合
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
た
る
目
的

は
症
状
の
改
善
の
み
な
ら
ず
健
康
維
持
、
増
進
に
も
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
お
き
た
い
。
わ
が
国
の
医
療
は
病
気
の

発
見
、
病
因
を
除
去
し
、
症
状
を
改
善
す
る
の
を
目
的

と
し
て
制
度
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
範
疇
か
ら
外
れ

て
は
い
る
が
、高
齢
社
会
を
元
気
に
生
き
抜
く
た
め
に
は
、

国
民
、
医
療
関
係
者
と
も
健
康
増
進
に
も
関
心
を
持
ち
、

実
行
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
は
期
待
さ
れ
て
い
る
。

第
52
回
（
4
月
9
日
）

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

と
健
康

��

対
馬
ル
リ
子
女
性
ラ
イ
フ
ク
リ
ニ
ッ
ク
銀
座

対
馬
ル
リ
子

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、高
学
歴
化
、社
会
進
出
、

少
産
化
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
昔
と
は
す
っ
か
り
変
化
し
て

い
ま
す
が
、
女
性
の
か
ら
だ
の
し
く
み
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
変
動
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
日
本
で
は
、
子
宮
内
膜
症
、
子
宮
筋
腫
、

卵
巣
が
ん
や
卵
巣
の
う
腫
、
子
宮
体
が
ん
、
乳
が
ん
な

ど
の
現
代
女
性
の
疾
患
と
も
い
え
る
病
気
が
急
激
に
増

加
し
て
い
ま
す
。



4 女性医療ネットワーク News Letter 第 24 号

し
か
し
、
正
し
い
知
識
の
提
供
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の
整

備
は
30
年
ほ
ど
世
界
に
遅
れ
て
お
り
、
若
い
女
性
は
い
ま

だ
に
、
妊
娠
し
て
か
ら
産
む
か
ど
う
か
考
え
る
（
相
手
の

意
向
や
婚
姻
の
状
態
に
よ
る
）、
お
と
な
の
女
性
は
い
ま

だ
に
、
何
か
困
っ
た
症
状
が
あ
っ
た
時
だ
け
病
院
に
か
か

れ
ば
よ
い
と
考
え
、
検
診
を
習
慣
化
し
て
い
な
い
、
更
年

期
の
女
性
は
更
年
期
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
学
ぼ
う
と
せ

ず
市
販
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
頼
る
、
老
年
期
の
女
性

は
、
骨
折
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
介
護
を
長
々
と
受
け
続

け
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

わ
た
し
が
3
月
に
訪
問
し
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、
自
由

と
人
権
の
国
で
あ
り
、
エ
コ
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
人
生
を
謳

歌
す
る
多
民
族
国
家
で
し
た
。
こ
の
国
の
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
に
関
す
る
考
え
や
実
践
は
、
国

際
的
人
権
組
織
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
活
動
と
も
連
動
し
て
、
長

く
こ
の
国
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
中
絶
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
養
子
縁
組
の
国
際
団

体
、
女
性
の
人
権
を
守
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体
な
ど

を
視
察
し
感
じ
た
こ
と
を
、
ジ
ョ
イ
ラ
ボ
の
講
義
と
し
て

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
性
の
健
康
の
啓
発
団
体
Ｗ
Ｐ
Ｆ
で
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
様
子
）

ツ
ー
ル
ド
東
日
本
鹿
島
To
八
戸
、

自
転
車
で
８
０
０
キ
ロ
。

被
災
地
と
交
流
、
宿
泊
を
支
援

�

女
性
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事　

斉
藤
恵
子

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
被
災
地
の
中
学
生
を
豪
州
に

招
待
す
る
「
日
豪
ジ
ュ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
岡
田
繁
さ
ん
が
被
災
地
に
対

し
て
今
で
き
る
草
の
根
の
復
興
支
援
と
し
て
、
現

地
を
直
接
訪
れ
て
人
々
と
交
流
、
宿
泊
、
食
事
、

買
い
物
な
ど
で
貢
献
し
よ
う
と
計
画
し
た
も
の
で

す
。
参
加
者
は
日
本
人
４
名
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
５
名
で
年
齢
は

19
歳
か
ら
66
歳
、

う
ち
女
性
1
名

（
豪
州
か
ら
）
で
、

４
月
29
日
に
鹿

嶋
（
茨
城
県
）
を

出
発
、
八
戸
市
ま

で
の
約
８
０
０
キ

ロ
を
走
破
し
て
５

月
４
日
夕
、
無
事

ゴ
ー
ル
の
蕪
島
に

到
着
し
ま
し
た
。

途
中
、
福
島
県
い

わ
き
市
、
相
馬
市
、

宮
城
県
女
川
市
、

気
仙
沼
市
、
岩
手

県
宮
古
市
に
宿
泊

し
地
元
関
係
者
と

ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
も
ち
ま
し
た
。
宮
古
で
は
メ

ル
ボ
ル
ン
に
招
待
さ
れ
た
中
学
生
や
そ
の
父
兄
が

出
迎
え
宿
泊
先
に
差
し
入
れ
を
し
て
歓
迎
さ
れ
ま

し
た
。
ゴ
ー
ル
の
八
戸
で
は
対
馬
ル
リ
子
先
生
の

呼
び
か
け
で
市
民
ら
20
人
が
出
迎
え
、
蕪
島
神
社

で
お
祓
い
を
受
け
た
の
ち
焼
肉
な
ど
の
ご
ち
そ
う

で
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
コ
リ
ー
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
報
道
で
し

か
知
ら
な
か
っ
た
被
災
地
の
状
況
が
分
か
り
多
く

の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
感
想
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
費
の
一
部
を
日
豪
ジ
ュ
ニ

ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う

こ
と
で
皆
様
の
体
を
張
っ
た
命
が
け
の
貴
重
な
寄

付
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
恵
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
盛
岡
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

�

女
性
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事　

斉
藤
恵
子

女
性
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
を
盛
岡
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
願
い
、ま
ず
は
拠
点
を
も
う
け
、

ま
た
名
前
を
そ
れ
ら
し
く
つ
け
ま
し
た
。
盛
岡
市

の
中
心
を
流
れ
る
中
津
川
の
そ
ば
で
盛
岡
城
城
址

公
園
や
石
川
啄
木
・
宮
沢
賢
治
青
春
館
や
老
舗
の

商
店
街
の
あ
る
地
区
の
ビ
ル
に
あ
り
ま
す
。
ま
だ

試
用
期
間
で
組
織
作
り
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
少

し
ず
つ
女
性
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
も
の
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

50
人
ほ
ど
の
聴
衆
を
収
容
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

と
、
別
室
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
医
療
相
談
用
の

部
屋
を
設
備
し
ま
し
た
。
対
馬
ル
リ
子
先
生
の
ご

指
導
の
下
、
勉
強
会
や
婦
人
科
医
療
相
談
、
こ
こ

ろ
の
相
談
に
加
え
、
楽
し
く
交
流
す
る
場
を
提
供

し
た
い
と
い
う
夢
の
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
12
月
15
日
は
約
40
人
に
対
馬
先

生
の
女
性
の
ホ
ル
モ
ン
に
関
す
る
講
演
会
と
日
豪

ジ
ュ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
回
、
第
二
回
参

加
の
被
災
地
中
学
生
10
名
を
呼
び
、
メ
ル
ボ
ル
ン

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
後
の
生
活
の
報
告
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
メ
ル
ボ
ル
ン
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
原
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
絵
画
を
紹
介
し
て
い
る

内
田
真
弓
さ
ん
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
紹
介
と
第

二
回
ジ
ュ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
生
徒

さ
ん
た
ち
と
の
関
わ
り
あ
い
を
紹
介
し
て
く
れ
ま

し
た
。
内
田
さ
ん
は
被
災
地
宮
古
市
教
育
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
説
明
会
か
ら
関
わ
っ
て
く
だ
さ

り
、現
地
で
の
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

在
豪
の
強
力
な
ジ
ュ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
応
援
者

で
第
三
回
の
生
徒
派
遣
の
準
備
に
早
く
も
配
慮
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
さ
ん
11
人
中
６
人
は
高
校
生
に
な
り
、
一

段
と
逞
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。同
窓
会
を
作
り
、

生
徒
さ
ん
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
恵
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
は
準

備
中
で
連
絡
先
は
今
の
と
こ
ろ
私
の
医
院
、
西
松

園
内
科
医
院
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
講
演
、
講
習
会
の

提
案
を
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

女
性
の
健
康
や
幸
せ
に
役
立
つ
場
へ
と
発
展
で

き
る
よ
う
協
力
者
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

TOPICS
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事
務
局
か
ら

２０１５年春 ヨーロッパ研修旅行決定！
� 女性医療ネットワーク理事　戸倉蓉子

2015年 3月25日〜4月3日（予定）
来年の春のヨーロッパ研修旅行が決定しました。テーマは「50 代からを

どう素敵に生きるか」。
日本も４人に一人が高齢者という時代になりました。実はあまり知られてい

ませんが、日本の次に高齢社会であるのがイタリアなのです。私はイタリア・
ミラノに２年間留学していた経験があります。そこで感じたのは、高齢者であっ
ても素敵なイタリア人の暮らし方。

自立していて、隣のバール（立ち飲みカフェ）に行くのにもファッションをき
ちんとし、赤いマニキュアを欠かさない……。そんなシニョーラをたくさん見
かけました。

経済が豊かでもなぜかライフスタイルの豊かさを感じられない日本と、経
済状況は良いとは言えないが、ライフスタイルが豊かであるイタリア。

その両国の比較をしながら、メインはモンテカルロで開かれる「第 13 回
　国際抗加齢学会」に参加します。作曲家ヴェルディが遺志として残した音
楽家のための高齢者施設も見学。その後、ヴェネチアで運河を眺めながら
の感動体験もし、「50 代からの健康で素敵な生き方」をともに語り合いた
いと思います。是非ご参加くださいませ。

日程は変更になる可能性がありますが、２０１５年の３月25日～４月３日頃
までを予定しています。どうぞ手帳にヨーロッパ研修とご記載いただきたく
お願い申し上げます。詳細は追ってご連絡申し上げます。

日本語の説明はこちらから
http://www.euromedicom.jp/society/amwc/2014/index.html

経
て
、
昨
年
９
月
か
ら
の
女
性
の
健
康
の
包
括
的
支

援
委
員
会
活
動
、
今
年
１
～
３
月
の
自
民
党
政
調
に

よ
る
女
性
の
健
康
の
包
括
的
支
援
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
会

議
、
そ
し
て
法
案
提
出
に
む
け
て
の
今
回
の
勉
強
会

へ
と
つ
な
が
っ
た
、
当
会
の
一
連
の
活
動
で
す
。

女
性
の
健
康
問
題
は
、
妊
娠
出
産
や
婦
人
科
疾
患
、

乳
が
ん
子
宮
が
ん
以
外
に
も
、
働
く
女
性
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
産
前
産
後
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
思

春
期
の
性
の
健
康
教
育
、
更
年
期
の
健
康
支
援
、
性

暴
力
被
害
者
の
心
身
の
救
済
と
支
援
、
老
年
期
女
性

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
・
健
康
の
質
）
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
が
つ
な
が
っ
た
健
康
問

題
と
い
え
ま
す
。
真
の
健
康
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

基
本
的
な
理
念
を
う
た
っ
た
健
康
基
盤
法
の
整
備
と

と
も
に
、
統
合
さ
れ
た
医
療
・
保
健
体
制
の
整
備
、

性
差
に
基
づ
く
医
学
研
究
・
教
育
の
推
進
、
関
係
諸

機
関
の
連
携
な
し
に
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
法
的
基
盤
と
と
も
に
、「
女
性
健
康
省
」

あ
る
い
は「
女
性
健
康
局
」の
創
設
を
望
ん
で
い
ま
す
。

女
性
が
心
身
と

も
に
元
気
で
い
ら

れ
る
社
会
は
、
と

り
も
な
お
さ
ず
、

男
性
や
子
供
や
お

年
寄
り
、
障
害
者

も
元
気
で
い
ら
れ

る
社
会
で
す
。
な

ぜ
な
ら
、
連
綿
と

子
育
て
や
介
護
、

地
域
活
動
を
し
て

い
る
女
性
た
ち
の

健
康
は
、
自
分
た

ち
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
家
庭
・

職
場
・
地
域
の
健

康
を
支
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

女
性
の
健
康
の
包
括
的
支
援
に
関
し
て
、
多
く
の

方
々
の
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

©ジョイセフ

基
盤
法
そ
し
て

女
性
健
康
省
の

実
現
に
向
け
て

��

女
性
の
健
康
の
包
括
的
支
援
委
員
会
よ
り

女
性
の
社
会
参
画
は
長
年
、
政
策
課
題
と
さ
れ
、

国
連
・
女
性
差
別
撤
廃
条
約
か
ら
は
各
分
野
で
の
女

性
の
参
画
に
つ
い
て
勧
告
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
経
済

協
力
開
発
機
構
（
O
E
C
D
）
か
ら
も
女
性
の
労
働

参
加
率
の
上
昇
、
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
や
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
実
現
に
つ
い
て
提
言
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
他
方
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康
に
生
き
る

権
利
の
実
現
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、

近
時
、
社
会
保
障
費
の
増
加
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
の
差
は
、
女
性
で
は
12
・
68

年
（
男
性
は
9
・
13
年
）
も
あ
り
、
健
康
な
生
活
が

妨
げ
ら
れ
、
医
療
費
・
介
護
費
の
負
担
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
労
働
市
場
の
改
革
や

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
は
着
手
が
な
さ

れ
、
ま
た
、
医
療
・
介
護
制
度
に
つ
い
て
も
改
革
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
も
肝
心
な
ひ
と
り
一
人
の

女
性
が
社
会
参
画
で
き
る
た
め
の
基
盤
で
あ
る
女
性

の
健
康
に
つ
い
て
の
対
策
は
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
女

性
の
健
康
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
個
別
の
法
律
や
制

度
に
よ
っ
て
対
応
は
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
包
括
的

な
法
制
度
が
な
く
、
性
差
を
踏
ま
え
た
包
括
的
な
健

康
支
援
は
い
ま
だ
不
充
分
で
す
。
女
性
の
健
康
問
題

に
は
、
働
く
世
代
に
多
い
子
宮
内
膜
症
や
不
妊
、
産

前
産
後
の
心
身
の
ケ
ア
、
思
春
期
の
健
康
、
虐
待
や

性
暴
力
、
女
性
の
が
ん
検
診
や
が
ん
予
防
、
更
年
期
、

老
年
期
の
認
知
症
や
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
な
ど
が
含

ま
れ
、
か
つ
こ
れ
ら
は
ひ
と
り
の
女
性
の
一
生
涯
の
健

康
問
題
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
継
続
的
で

包
括
的
な
健
康
支
援
が
必
要
で
す
。

自
民
党
の
高
階
恵
美
子
議
員
（
参
議
院
、
日
本
看

護
協
会
支
援
）
が
中
心
に
な
っ
て
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ

た
、女
性
の
健
康
の
包
括
的
支
援
に
関
す
る
法
律（
案
）

が
、
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
法
案
が
、
自
民
党
ば

か
り
で
な
く
、
民
主
党
、
社
民
党
、
共
産
党
、
み
ん

な
の
党
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
党
の
賛
同
を
得
て
、
国

会
に
提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち

は
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
基
盤
法
と
も
い
え
る
法
律

が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
に
考

え
ら
れ
て
き
た
、
働
く
女
性
の
健
康
や
、
産
前
産
後

の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
思
春
期
の
性
の
問
題
、
虐
待
や
性

暴
力
被
害
者
の
支
援
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
、
が
ん
検
診
、

更
年
期
、
高
齢
女
性
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ラ
イ
ツ
な
ど
が
、
す
べ
て
つ
な
が
っ
た
も
の
で
あ

り
、
継
続
的
、
包
括
的
に
支
援
す
る
体
制
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
、
認
知
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
の
体
制
整
備
は
こ
れ
か

ら
で
あ
る
に
し
て
も
、
ま
ず
は
理
念
を
う
た
っ
た
基

盤
法
を
、
そ
し
て
、「
女
性
健
康
省
」
が
創
設
さ
れ
る

こ
と
を
、
私
た
ち
は
望
ん
で
い
ま
す
。
6
月
の
国
会
、

今
年
は
じ
め
の
自
民
党
Ｐ
Ｔ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
）
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
展
開
し
て
ゆ
く
こ
の

件
に
関
し
て
、
ぜ
ひ
会
員
メ
ン
バ
ー
の
方
々
も
、
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

院
内
勉
強
会
に

5
0
0
名
近
い
参
加
者
�

対
馬
ル
リ
子

５
月
30
日
（
金
）
に
参
議
院
議
員
会
館
で
当
会

と
関
連
し
た
女
性
支
援
団
体
・
組
織
１
０
０
名
以
上

が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
た
院
内
勉
強
会
「
女
性
の
健

康
の
包
括
的
支
援
に
関
す
る
法
律
の
今
国
会
で
の

実
現
を
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
約

5
0
0
名
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
勉
強
会
は
、„
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
身
の
健

康
問
題
は
、
人
権
の
意
識
を
も
っ
て
思
春
期
か
ら
老

年
期
ま
で
継
続
的
、
包
括
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
実

現
し
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
医
学
医
療
・
保
健
の

枠
を
こ
え
て
、
福
祉
や
教
育
、
社
会
と
、
広
く
連
携

し
て
発
信
し
て
い
く
べ
き
”
と
宣
言
し
た
、
女
性
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
富
山
宣
言
」（
２
０
１
１
年
）
を

13th AMWC 2015 - 13th Anti-Aging Medicine World Congress
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私
た
ち
は
ド
イ
ツ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ

ス
メ
「
ア
ン
ネ
マ
リ
ー
ボ
ー
リ
ン
ド
」

を
中
心
に
、
全
国
の
ス
パ
・
エ
ス
テ
サ

ロ
ン
に
プ
ロ
ユ
ー
ス
粧
材
と
物
販
商
品

を
ご
紹
介
し
て
、
今
年
で
１０
年
目
を

迎
え
ま
す
。

ボ
ー
リ
ン
ド
創
立
者
で
あ
る
ア
ン

ネ
マ
リ
ー
リ
ン
ド
ナ
ー
女
史
は
、
若
か

り
し
時
に
東
ド
イ
ツ
か
ら
西
ド
イ
ツ

に
亡
命
し
、「
食
べ
ら
れ
な
い
化
粧
品

は
つ
く
ら
な
い
」
と
い
う
理
念
に
基
づ

き
、
今
年
94
歳
で
現
役
と
い
う
、
ま

さ
に
働
く
女
性
の
先
陣
を
切
っ
て
時

代
と
共
に
戦
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
企
業
理
念
は
物
造

り
に
留
ま
ら
ず
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の

社
会
的
責
任
）
に
お
い
て
は
、
イ
ラ
ン

で
ア
ヘ
ン
原
料
に
な
る
ケ
シ
か
ら
、
高

値
で
売
買
で
き
る
ダ
マ
ス
ク
ロ
ー
ズ
を

栽
培
す
る
よ
う
に
、
ま
た
マ
リ
共
和

国
で
は
貧
し
く
子
供
が
学
校
に
も
通

え
な
い
地
域
に
シ
ア
バ
タ
ー
で
自
活
で

き
る
よ
う
に
と
、
地
球
環
境
や
様
々

な
慈
善
活
動
に
も
目
を
向
け
続
け
ま

し
た
。

日
本
に
お
け
る
エ
ス
テ
事
情
も
、
こ

こ
数
年
市
場
自
体
は
横
ば
い
で
す
が
、

サ
ロ
ン
経
営
者
に
は
厳
し
い
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
５
年
後
、
１０
年
後

の
サ
ロ
ン
が
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
ス
パ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
も
、
単
に
粧
材
を
卸
す
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
こ
の
事
業
を
通
し
て
、

も
っ
と
よ
り
社
会
に
貢
献
し
女
性
た

ち
に
役
立
つ
サ
ロ
ン
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、『
女
性
の
「
美
し
く
楽
し

く
生
き
る
」
未
来
を
共
に
創
り
実
現

す
る
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
一
過
性
の

美
容
に
終
わ
ら
ず
、
年
齢
を
重
ね
る

こ
と
で
現
れ
る
美
容
・
健
康
・
心
の

問
題
に
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
い
く

サ
ロ
ン
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
こ
う

と
決
意
し
ま
し
た
。

そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
、
美

容
家
で
あ
る
吉
川
千
明
先
生
と
の
出

会
い
で
し
た
。
そ
し
て
、
対
馬
ル
リ
子

先
生
と
の
「
女
性
ホ
ル
モ
ン
塾
」
を

１０
年
に
渡
っ
て
続
け
て
い
ら
し
た
こ
と

を
知
り
、
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。日

本
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、

女
性
が
よ
り
賢
く
な
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
医
療
の
立
場
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
な
く
、
美
容
や

食
な
ど
、
よ
り
身
近
な
生
活
や
地
域

に
密
着
し
た
活
動
も
功
を
奏
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
考
え
の

基
、
バ
ラ
バ
ラ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

の
で
は
な
く
、
様
々
な
企
業
や
団
体
、

そ
し
て
政
治
が
動
く
よ
う
に
な
る
と
、

高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い
る
日
本

を
、
真
に
豊
か
に
し
て
く
こ
と
に
繋

が
る
と
思
い
ま
す
。
美
し
く
な
り
た

い
と
ド
ア
を
開
け
る
女
性
た
ち
に
、
こ

れ
か
ら
訪
れ
る
老
化
と
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
生
き
て
い
く
か
、
そ
の
た

め
に
は
健
診
の
必
要
性
な
ど
も
含
め
、

導
い
て
い
く
場
の
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
弊
社
は
ま
だ
ま
だ
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
女
性
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に
賛
同
し
、

未
来
の
サ
ロ
ン
の
あ
り
方
へ
も
一
石
投

じ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

協力企業紹介⑩   　　
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事
務
局
か
ら

● 

恒
例　

第
７
回
エ
イ
ト
の
会

　
「
東
北
応
援
の
た
め
の
八
戸
ツ
ア
ー
」

　

ご
案
内

毎
年
行
っ
て
い
る
、
八
戸
市
を
訪

問
し
地
元
と
の
交
流
を
通
じ
て
東

北
支
援
を
考
え
る
ツ
ア
ー
で
す
。

今
年
も
、
8
月
1
日
（
金
）
～

3
日
（
日
）
の
日
程
で
、
八
戸
三
社

大
祭
見
物
、海
辺
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、 

市
民
を
対
象
に
し
た
女
性
の
健
康

や
美
容
に
関
す
る
講
演
会
、
地
元

の
人
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
東

北
支
援
を
行
い
ま
す
。

つ
ま
り
は
、
新
鮮
な
ウ
ニ
や
ア
ワ

ビ
を
味
わ
い
、
お
い
し
い
お
酒
を
た

く
さ
ん
の
ん
で
、
東
北
で
楽
し
い
思

い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
趣
旨
の
ツ
ア
ー
。
田
子

の
ニ
ン
ニ
ク
や
、
生
き
て
い
る
ウ
ニ
、
干
し
菊
や
焼
干
し

や
ス
キ
昆
布
も
、
素
晴
ら

し
い
お
み
や
げ
に
な
り
ま

す
よ
。

毎
年
続
け
る
こ
と
が
、

長
い
東
北
支
援
に
つ
な
が

る
と
私
た
ち
は
考
え
て
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
大
歓

迎
し
ま
す
、
ご
家
族
や
ご

友
人
を
お
誘
い
の
う
え
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

※
写
真
は
去
年
の
模
様

●
お
問
い
合
わ
せ

　

女
性
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
ま
で
。

●�

費
用　

2
泊
3
日
で
お
ひ
と
り
６
万
円
程
度
の
予
定

（
旅
行
社
よ
り
後
ほ
ど
詳
細
を
連
絡
し
ま
す
）

　

＊‌�

「
参
加
」
の
意
志
を
ま
ず
は
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
　

40
名
様
ま
で
宿
を
と
っ
て
あ
り
ま
す
。

● 

大
阪
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

10
月
18
日
（
土
）
午
後
、
大
阪
で
「
女
性
の
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ
」
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

主
催
は
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
代
表
世
話
人
は
、
茶
屋
町

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク　

出
田
和
久
先
生
、
講
師
は
、

木
内
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク　

木
内
千
暁
先
生
ほ
か
、
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
方
々
。
協
賛
企
業
さ
ん
か
ら
の
お
み

や
げ
も
た
く
さ
ん
予
定
し
て
い
ま
す
。

案
内
は
追
っ
て
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
帳
に
マ
ー
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

● �‌

書
籍
「
女
性
外
来
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
販
売
し
て
い
ま
す

● 

白
衣
を
販
売
し
て
ま
す

女
性
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
マ
ー

ク
付
き
の
白
衣
を
作
り
ま
し
た
。

素
材
が
よ
く
動
き
や
す
く
で
き

て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
Ｓ
～
L

が
あ
り
、
一
枚
5
2
0
0
円
で

販
売
し
て
お
り
ま
す
（
送
料
と
し

て
別
途
1
0
0
0
円
い
た
だ
き

ま
す
）。
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務

局
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

● 

お
願
い

会
費
を
お
振
り
込
み
の
際
は
お
名
前
を
特
定
で
き
な

い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
必
ず
会
員
様
の
個
人
の

名
前
を
明
記
す
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一冊５００円（送料別）。
お問い合わせ・お申込み
は事務局まで。
電話：03-3538-0250
Mail：info@cnet.gr.jp


